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１ 開催概要 

 開催日時、会場及び参加者数 

開催日 平成２９年１１月４日（土） 

担  当 民生教育班 総務班 建設産業班 

開催時間 
午前１０時から 

午前１１時３０分まで 

午後２時から 

午後３時３０分まで 

午後７時から 

午後８時３０分まで 

会  場 豊岡支所 竜洋交流センター ｉプラザ

参加者数 ７８人 ２１人 ４０人 

・民生教育班では、手話通訳を実施 

・総務班では、要約筆記を実施

 出席議員 

 ・全会場出席 

  正副議長（増田暢之 松野正比呂） 

  広報広聴委員…担当班以外の時は会場運営を実施

   （芥川栄人 根津康広 川崎和子 草地博昭 鈴木正人 小池和広 江塚学）

担当 氏名

総務班
髙田正人 芦川和美 根津康広 鈴木喜文 松野正比呂

加藤文重 永田隆幸 鈴木正人 小池和広

民生教育班
草地博昭 虫生時彦 高梨俊弘 芥川栄人 小柳貴臣

戸塚 彦 小栗宏之 秋山勝則

建設産業班
岡實 絹村和弘 山田安  川崎和子 寺田辰蔵 寺田幹根

鳥居節夫 江塚学

 役割分担

 報告会次第 

区分 内容 

開会 ・開会 ・議長あいさつ ・議員紹介 ・報告会の進行説明 

議会からの報告 ・各常任委員会の平成２８年度決算報告 ・常任委員会報告 

ワークショップ 参加者が２人１組で意見交換 

報告に対する質疑・

意見 
意見交換 

（議会からの報告に対する質疑応答及びフリーテーマ） 
意見交換 

閉会 閉会 

役割 総務班 民生教育班 建設産業班 内容

班長 髙田正人 草地博昭 岡實 統括・進行説明

副班長 芦川和美 虫生時彦 絹村和弘 班長補佐

司会 芦川和美 虫生時彦 川崎和子 議事進行

報
告
者

決算 髙田正人
芥川栄人

戸塚 彦
鳥居節夫

配布資料による報告

常任委員会
永田隆幸 

小池和広

小栗宏之 

秋山勝則
江塚学
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常任委員会報告テーマ 

担当 氏名

総務班
・防災対策について

・地域コミュニティについて

民生教育班
・子育て支援について

・高齢化社会への対応について

建設産業班
・（仮称）新磐田スマートインターチェンジの設置について

・（仮）磐田新駅の設置について

２ 意見交換 

 総務班 

参加者からの質疑・意見 議会の回答 

毎年、議会報告会に参加して意見を言っ

ているが、意見が市政に反映されているの

か。また議員は、市長に対して二元代表制

を意識した役割を担って欲しい。 

市民の皆様からいただいたご意見はし

っかり議論をした上で、執行部に反映し

てもらえるよう要請していく。市議会で

は、市民全体のことを考えて議論を行い、

例えば、子育て支援や防災対策などにつ

いて、市内事業所や市外の先進事例を視

察するなど勉強し、議論を行い、提案し

ていこうという活動をしている。まだ始

まったばかりであるが、そうした方向性

で一歩一歩進んでいるのでご理解をいた

だきたい。 

マイナンバーカードを利用してコンビ

ニ等で住民票等が取得できるようになる

のはいつ頃か。 

コンビニ交付の導入は、平成３０年度

からの方向で現在進んでいる。 

合併後、新磐田市となって何がよかった

のかということと、磐田市が誇れるものを

もっと市民にＰＲしてもらい勇気を出さ

せて欲しい。また、この報告会の参加者を

増やすための工夫が必要である。 

ジュビロ磐田やヤマハ発動機のラグビ

ーの頑張りや、磐田を知ってもらおうと

いう市民の皆様方の真摯な姿勢により磐

田市の認知度は上がっている。また本市

は、子育てや教育には特に力を注いでい

る。例えば教育では、小中一体校等の推

進を、子育て支援では、本年４月から中

学３年生までの子どもの医療費が全て無

料化になった。あらゆる機会を通じて発

信することは大事なことである。報告会

への参加者が少ない点については、今後

検討したい。 

海岸防潮堤の説明では、磐田市の進捗状

況しか説明がなかったが、近隣の浜松市や

袋井市の状況はどうなっているのか。 

近隣市の状況については、特に防災林

のところで袋井市や掛川市は、本市に比

べ松枯れが多いため工事が進められる状

況にある。他市の防潮堤の進捗状況の詳

細は資料がなく即答できないが、本市は

全長１１キロと、袋井市や掛川市と比べ
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全長が長く、少し遅れている状況である。

今後は、新スマートインターチェンジ工

事等による土の確保はできているので、

スピードアップが図られると思ってい

る。この件は、議会でも注視していきた

い。 

決算報告の中で小中一体校構想につい

て初めて知った。学府の話は聞いていた

が、校舎も小中一体とすることに驚いて

いる。地域に学校があることは地域にと

っても非常に大事なことであり、急いで

進めてよいのか疑問である。もう少し時

間をかけ、地域や保護者の声を十分に聞

いて進めて欲しい。議会でも大事なこと

と受け止めて、もう少し時間をかけて議

論していただきたい。 

学府一体校については、議会の中でも

進めるべきだという意見と、見直すべき

だ、もっと十分に検討すべきなどの意見

があったが、結果として最終決定はどち

らかで採決をとることになるものであ

り、進めるべきだという意見の賛成多数

で決まった。一体校は、その地域の理解

が当然必要になる。今後も各地域でさま

ざまな考えが出てくると思うが、いただ

いたご意見は、議員もそれぞれの思いの

中で受けとめ、今後の議論の中で生かし

ていきたい。 

各自治会の人数はまちまちだが、私が

居住する向笠地区の自治会は３８軒で一

つの自治会である。２年後に５８歳で自

治会長が回ってくる予定であるが、３０

０軒、４００軒あれば、回ってきても６

０歳以降ではないか。定年前に自治会長

が回ってくると会社との関係で有給が取

ればいいが、当然会社にお伺いを立てな

ければならない。自治会長の役割は、新

たな地域コミュニティをつくったことで

多少軽減されたと思うが、自治会に関し

てはもう少し負担を軽減しないと、担い

手がいない現状があるので、今後検討し

ていただきたい。 

地域では、役員の担い手不足の状況が

ある。今までは自治会が地域のさまざま

なことを行ってきたが、今後は地域づく

り協議会が地域を動かしていく。私の地

域でも自治会は２６軒しかなく、自治会

長を２回やっている状況がある。北部地

域では絶対的に人数が減ってきている中

で、それに対応できる組織を考えていか

なくてはならない。地域づくり協議会は

まだ発展段階であるが、地域でそれぞれ

の地域課題を考えていって欲しい。 

私の地域でも２０世帯、３０世帯の自

治会が幾つかあり、２回、３回と自治会

長が回ってくる。今、自治会のあり方が

自治会連合会の中でもいろいろと検討さ

れている。私の自治会は、自治会長の年

齢を当初は６０歳だったのが、だんだん

上げ、現在は６５歳以上にした。自治会

では役員が１年交代で変わってしまい継

続性がなくなるので、地域における継続

性をつくり、支える部分をしっかり作っ

ていくことが地域づくりである。私の地

域では、シニアクラブがスポーツ大会を

やるときに、例えば民生委員の方や福祉

委員の方がボランティアで協力して運営

を一緒にしている。これも一つの地域づ
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くりである。そうした一体感を持ち、地

域力を作っていくことが、地域づくりだ

と思う。地域づくり協議会はまだ発展段

階なので、今後は皆さんの知恵を寄せ合

い、創造性や独創性を持った地域がいろ

いろなところにできていくことが理想で

ある。 

市議会の皆さんには反論をしてほし

い。例えば、去年話題になった市民文化

会館の件等もそうである。その事業をや

ることによる影響について、反論をする

議論と、少数派の意見をくみ上げる議論

をしていただきたい。 

この件はご要望として承る。皆、共通

の認識を持っているので、今後の市議会

を見ていて欲しい。 

防潮堤の整備は、予定より遅れ、事業

費もかなり膨らんでいくのではないか。

また、松枯れしないと整備できないとい

うことがあるが、是非その辺をしっかり

と進めて欲しい。 

確かに当初の予定より遅れているし、

予算も随分使っていると認識している。

当局が計画をきちんと作成し、予算がど

れだけ必要で、その予算をどう捻出して

いくのか等について、議会でもしっかり

と議論をしていきたいと考えている。松

くい虫の問題は、これは袋井市や掛川市

と一緒にやっていかなければならない。

この件は、県や国にも要請をしながら、

現在交渉しており、その交渉を議会とし

ても注視している。 

 民生教育班 

参加者からの質疑・意見 議会の回答 

議会だよりの発行が、議会が終わった２

カ月後ということでおくれてしまうので、

議会が終わった後、すぐに発行してほし

い。 

期日が決まっていること、編集に時間

が必要ということで、少し時間がかかる

というのは御配慮をお願いしたい。今後、

議長会見やホームページの改修などで少

しでも分かり易く、早く届けたい。 

シニアクラブについて、これから高齢者

がたくさんふえてくるので、行政、議員皆

さんの協力で各自治会の会員がふえるよ

うな号令をお願いしたい。 

地域のつながりは大変大事であり、私

たちもそういう意味では重視をしてい

る。行政がもう少しいろんな形で手助け

をという意見も聞いているので、議会の

中でも取り込んでいきたい。

老人クラブがだんだん減り、やめてし

まった地域もある。皆さんが出ていただ

いて、市の活性化に結びつくような体制

づくりも大事だと思う。市でもその感覚

があるので、話をしたいと思う。

保育園について、「上の子と下の子が一

緒に入れない」「土曜日の保育で保育され

スピード感が少し遅い、増員よりもニ

ーズに対応してくれ、質を高めてくれと
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る子供の人数が少ないので、ほかに預けて

もらえる人いませんかと言われた」など、

不満の声を聞いている。保育園に入れる、

入れないなど、待機児童の問題は母親にと

って大事だが、それ以前に母親のニーズを

聞いてくれる体制を整えてから増員して

ほしい。 

いう声は十分承知している。そういう声

を大きくしていきながら、全ての世代の

皆さんが今の子育て、働きながら子育て

するのはすごく大変だということを共感

できるような磐田市にしていきたい。意

見はしっかりと議会に反映していきた

い。 

ＰＴＡや消防団など地域の役につくこ

とに対して嫌悪感があると思う。インセン

ティブを付与しては。 

みんなが外へ出ること、興味を持って

いただくことが大事だと思う。皆さんも

地域へお帰りになって、お話をしていた

だければありがたい。本当に大切な問題

であり、ちゃんとした答えは出ないが、

皆さんも、この磐田市をよくするために

協力していただきたい 

全国の自治体で聴覚障害の課題を解決

するために手話言語条例を作るところが

ふえている。聴覚障害者が聞こえなくても

不自由なく生活できる社会的な基盤を整

えるためにも必要な条例ではないかと考

える。聴覚障害について、この報告会をき

っかけに皆さんに知ってもらいたい。聞こ

えなくても不自由なく生活できる社会を

整えてもらいたい。

市議会では、平成２６年６月の議会で

手話言語法の制定を求める意見書を全会

一致で可決し、国へ意見書を提出した。

手話言語、手話、聴覚障害者に限らず全

ての障害を持たれている方が当たり前の

ように暮らしていける社会をつくるべ

く、一つ一つの課題に向けて真摯に向き

合っていきたい。 

報告書の中の一般会計における反対意

見で小中一貫校は市民の広範な教育要求

を反映していないとあるが、具体的にど

んなことか。また、少数意見を今後どの

ようにプラスの方向で反映していくの

か。民主主義の原則は多数決で決まった

ことをやるが、もう一つ、少数意見の尊

重という、大事な原理原則がある。少数

意見の尊重がなされているか。 

小中一貫校に関しては、小中一体校と

いう話もあり、反対意見や内容がよくわ

からないから反対という声もある。現在、

各ＰＴＡ、自治会、市職員、学校の先生

など、いろいろな人たちが集まって意見

を出す中で、ワークショップ形式で進め

ている。民生教育委員会でも様々な意見

を聞いて議論を進めている。皆さんが理

解して進めていけるような議論を重ねて

いきたい。

高齢者の足の問題について、行政の出前

講座について、社会福祉協議会などの事務

局の充実について改善をお願いしたい。

（要望） 

ふわふわ言葉とはどんな言葉なのか。 初めて聞く言葉で、この機会に勉強さ

せていただきたい。 

 建設産業班 

参加者からの質疑・意見 議会の回答 

新駅のアクセス道路について確認した

い。三ケ野鎌田線の説明の中で「アクセス

大立野福田幹線は、東新町までの区間

について駅の完成までに工事を終えると
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道路完成は不明」という話だったと思う

が、大立野福田幹線について、東新町まで

の道路は３年後の末までに完成という受

けとめ方でよいか。

いうことなので、平成 32 年春に駅の完成

と合わせてつなげるという計画である。

また、三ケ野鎌田線は確かに現在跨線

橋の基礎については工事を実施している

が、この東新町までつながるのは、まだ

時期が明確になっていない。都市計画道

路には入っているが、日程は未定という

理解でいる。 

新磐田スマートインターチェンジが着

工し、下野部の工業団地もできる。その後、

この新磐田スマートインターチェンジと

東名で、どういうふうなアクセス道路をつ

くるのか。そういうプランはあるのか。東

名の豊田スマートインターチェンジがで

きた。ただそれだけでは何にもならないと

思う。やはり利用をして価値のあるものを

つくらないと磐田市に金は落ちないし、磐

田市への人口というのは少なくなるので

はと思うが、意見を伺いたい。 

新都市計画マスタープランを現在策定

中である。公共工事等おおむね 20 年後先

のイメージなので、どんなふうな形にな

るかはわからないが、位置づけはされて

いる。 

磐田市自治基本条例というのはまだ制

定されていない。地域づくり協議会という

のがなかなか地元で進まない中にあって、

何を根拠にすすめることになるのか、自治

基本条例が必要ではないかと思う。何がネ

ックになってできないのか。市から出てく

るのを待つのではなく、議員提案という形

でぜひ制定をできることをお願いしたい。

現在、地域づくり協議会ということで

地域コミュニティづくりを進めている。

今の少子高齢化社会の中で、やはり地域

の力でやっていくものは地域の力でやっ

ていく。今、磐田市は協働のまちづくり

条例というものもあるので、そういった

中で協働ということを念頭に置いてまち

づくりを進めていると、当局はそういう

ふうに考えていると、我々議員としては

認識をしている。 

議員として、賛否の意見ももちろんあ

り、そういうことを提案している議員も

いるし、行政、議員も、それから地域の

皆さんも一緒に協力しながらやっていく

ということが大事だと思うので、今の御

意見を参考にしながら、今後も議会の中

でしっかり議論をして、いろんな意見も

いただきながら、地域が活性化するよう

に努力していくということで、回答にか

えたい。また、御要望として承っておき

たい。 

市民文化会館の跡地、今之浦地区の空き

地について、市長から今後どうしていくか

ということで検討をしているという話を

きいた。２箇所だけを考えて都市計画とい

跡地の活用、議会のほうでも何回か出

ている。当局からは、本庁内に副市長を

委員長とする庁内組織で検討が始まって

いる。期間をもう少しいただきたいと当
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うのは、なかなかできない。それ以外も含

めず、この磐田駅を中心にした中心地域を

どのような形で持っていくか。そのうちの

中の一つとして市民文化会館跡地、あれだ

けのいい場所に、あれだけの大きさのもの

がある。今之浦の市有地もそうだが、今、

都市計画マスタープランの中に、それが折

り込まれて長期ビジョンとして考えてい

かれるのか。 

また、跡地について、この建設産業委員

会等が議会として、議員として検討を取り

組まれているのか。またそのやり方はどう

なのかというところを伺う。 

局からは回答をもらっており、にぎわい

づくりのまちづくり合わせてという方向

にいくと思う。 

都市計画マスタープランについても、

ＪＲ磐田駅北口周辺から今之浦地区にか

けて、２０年後を想定して都市計画の考

え方が載っている。立地適正化計画も踏

まえながら進めていく。具体的な中身は

今後出てくると思うが、大きな計画を想

定しながらまちづくり、中心市街地の活

性化に向けて進めていく。 

磐田市が一生懸命力を入れて都市計画

だといって人を集めるよりも、まずは、活

躍できる人間の活躍しやすい、いわゆる規

制緩和であるとか、組織の再編、要はイノ

ベーションを持っている若者が活躍でき

る組織づくりであるとかのほうがいいの

ではないかと思っているが、この点につい

ての意見をいただきたい。 

今まで中心市街地活性化基本計画に沿

って、今の中心市街ができた。それでも

活性化されていないというのは、課題と

して当然ある。そうした中で先般も軽ト

ラ市の全国大会が磐田で開催されたが、

このイベントも若者たちが考えて、それ

を市が後押ししたということで、来年度

以降は、地域の方が頑張っているところ

に対して、市が積極的に支援していくと

いうことだと考える。ぜひまちづくりに

協力していただきたいというふうな感じ

を思っている。 

豊岡東小学校の跡地、校舎の活用という

ところで、獅子ヶ鼻もありますので、子供

たちの野外体験を通して子供たちを育て

るような何か活用を考えていただきたい。

野外活動と、豊岡東小の関係について

今、当局も検討している。ボーイスカウ

トの団体と相談しながら、これからどう

いうふうにやっていくかということであ

そこを野外活動の拠点に、そして、磐田

ではなかなかキャンプのできるようなと

ころはないという事情もあって、豊岡東

小でキャンプの拠点にというような申し

入れをしていたが、それについて、当局

が今いろいろ検討に入っている。 

小中学校のトイレですが、扉などもベニ

ヤ板で掃除をしているが、なかなか学校だ

けの掃除とか、修繕では追いついていかな

いというところがある。せめて戸だけでも

きれいにしていくとか、においの改善と

か、洋式のトイレへの改修などもあるが、

トイレの部分だけでも何か手を入れてい

ただけるとありがたい。 

今、洋式化について話が出ている。磐

田市議会の中でもそういった話も出てい

る。すぐではないが、洋式化に向けて進

んでいくと思っている。 
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問１ お住まいの地区

分類 総務 民生教育建設産業 計

磐田地区 14 15 25 54

福田地区 1 2 0 3

竜洋地区 3 1 0 4

豊田地区 2 11 11 24

豊岡地区 0 41 2 43

その他 0 3 2 5 ※浜松市×３名・袋井市×２名

未回答 1 1 0 2

計 21 74 40 135

分類 総務 民生教育建設産業 計

10歳代 1 0 0 1

20歳代 0 0 0 0

30歳代 1 6 2 9

40歳代 2 8 3 13

50歳代 4 9 3 16

60歳代 8 26 13 47

70歳代 4 23 19 46

80歳代以上 1 2 0 3

未回答 0 0 0 0

計 21 74 40 135

平成２9年度　議会報告会アンケート集計結果
※参加総数139人のうち、135人の方に御回答いただきました。

問２　年齢

54人

3人

4人

24人

43人

5人

2人

0 20 40 60

磐田地区

福田地区

竜洋地区

豊田地区

豊岡地区

その他

未回答

10歳代
0.7%

20歳代
0.0% 30歳代

6.7%

40歳代
9.6%

50歳代
11.9%

60歳代
34.8%

70歳代
34.1%

80歳代以上
2.2%
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問３　性別

分類 総務 民生教育建設産業 計

男性 16 46 36 98

女性 5 28 4 37

未回答 0 0 0 0

計 21 74 40 135

問４　報告会を知った方法

分類 総務 民生教育建設産業 計

自治会チラシ 10 44 21 75

市ホームページ 1 8 3 12

新聞 0 2 0 2

ポスター 1 3 3 7

ラジオ 0 0 0 0

メール配信 1 3 0 4

議員HP,SNS 4 5 12 21

その他 3 18 5 26

未回答 1 6 0 7

計 21 89 44 154

退職女性教職員の会からの紹介×２名
団体による
友達の紹介
豊岡図書館の近くで議会報告会があると聞いた
議員レポート

その他の意見（記述）
議員よりの連絡×５名
福祉課より×２名
手話サークルで聾唖会長からの案内×５名
知人から聞いた
社員からの紹介
自治会長からの連絡×２名

男性

72.6%

女性

27.4%

自治会チ

ラシ

48.7%

市ホーム

ページ

7.8%
新聞
1.3%

ポスター

4.5%

ラジオ
0.0%

メール配

信

2.6%

議員

HP,SNS
13.6%

その他

16.9%
未回答

4.5%
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問５　議会報告会について

（１）開催日時

分類 総務 民生教育建設産業 計

良い 16 50 26 92

どちらとも言えない 4 19 10 33

悪い 0 0 3 3

未回答 1 5 1 7

計 21 74 40 135

（２）報告会の時間

分類 総務 民生教育建設産業 計

長い 0 3 1 4

ちょうどよい 16 58 33 107

短い 1 11 1 13

未回答 4 2 5 11

計 21 74 40 135

日中がよい・夜はだめ
昼間がよい×２名

希望時期（記述）※すべて夜間（建設産業）での回答
もう少し早い時間で

良い

68.1%

どちらとも

言えない

24.4%

悪い

2.2%
未回答

5.2%

長い

3.0%

ちょうどよ

い

79.3%

短い

9.6%

未回答

8.1%
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（３）報告会のテーマで良かったもの

分類 総務 民生教育建設産業 計

決算 0 5 3 8

常任委員会報告 5 34 14 53

意見交換会 12 26 20 58

未回答 7 21 10 38

計 24 86 47 157

（４）今後の報告会でテーマにしてほしいこと

分類 総務 民生教育建設産業 計

議員・議会の役割 3 6 8 17

議員・議会の活動 7 25 11 43

予算の内容 1 7 3 11

地域の課題 12 39 26 77

未回答 4 18 6 28

その他 2 3 0 5

計 29 98 54 181

その他の意見（記述）
地域性のある内容にして欲しい
磐田市民の大半が磐田市のよい所、合併前よりよくなったと勇気づけてほしい。
少子化・保育士の待遇
今後（未来）の磐田市,若者に魅力のある磐田について

市役所職員の活動
意見交換の時間が足りない
政務活動費
学校の施設（トイレの改修）

報告会ではあるが意見交換の質問が限られてしまう・・参加者って話したいもの
だと思いますので

決算

5.1%

常任委員

会報告

33.8%意見交換

会
36.9%

未回答

24.2%

議員・議

会の役割

9.4%

議員・議

会の活動

23.8%
予算の内

容

6.1%

地域の課

題

42.5%

未回答
15.5%

その他

2.8%
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地域づくり協議会、一括交付金には大きな課題が含まれていると思います。
交流センター長の育成等も大事なことです。地域全体が学習できるように願って
ています。
開催場所によりテーマを分けることを再検討した方が良い。
1人1問はきつい。

初めて出席しました。わかりやすい報告でした。
市民の声をきいて頂ける姿勢もよくわかりました。
地域別で行うメリットもあったと思います。
意見交換の時間が少ない

○駐車場への案内・資料配布がスムーズでなかった
○会場が狭い⇒次回から中央交流センターで良いのでは？

報告内容の時間が長い・・印刷物の項目を読んでいるだけで時間がもったいな
丁寧な説明で分かりやすかった。　全委員会の報告を１ヶ所で聞きたい。
質疑応答の時間の内容の方が、具体的にお話を聞けてよかったです。市民意見交
換会等のような時間をもっと増やして議会に反映されていけばよりよい磐田市に
して下さい。
報告が丁寧にされよかったですが時間が・・・・１０分間の隣人おしゃべりタイ
ム？面白かったです（少々戸惑いつつも始めたらよいものだと）
筆記ボード+鉛筆までのご用意驚きましたがとても助かりました。ご配慮に感謝し
ます。

初めて参加させていただきました。市民の義務と思っています。
報告にはありませんでしたが、視察等で参考となったことがあったら話していた
だきたいです。
以下は提案です。
市では、防災士の資格を持っている人を承知しているか。各地区での活躍を期待
したらどうか。
次回も参加したいです。

市のホームページから平成27年度・28年度の議会報告会の実施報告書を打ち出し
中身を拝見しました。
①全く同じ書式で同じ順番の記載になっていたことに違和感を覚えました。
②意見を誰が出し、どの議員が答えたのかが不明でした。意見には末尾に（　）
書きで自治会名を、回答には頭に（　）書きで議員名を書くようにお願いしま
す。

開催の企画は大変いいと思いますが、参加者が少ないのでもっと増えるような工
夫を引き続きお願いしたい。
参加者同士の意見交換レクリエーションはいい企画だと思います。

・スクリーンを設置してカラーのスライドで説明してほしい
　　　（資料を見ながら同時通訳を見ることができるように）
・手話通訳者が通訳している最中に前を歩かないでください
・手話通訳者が遠くからでも見えるように高さのある台を使ってください
・市民から出た意見やお願いに対しての回答が結局「皆さんと話し合っていきた
い」と締めくくられるのですが、それはいつどこでどのように誰と話し合えるの
かも教えてほしかったです。

民生教育

新たな地域コニュニティの取り組みが,なかなか困難な状態であることを感じま
す。

質問要項がテーマと掛け離れたことになっている。苦情受け入れ会議になってい
る。

家庭教員支援員の活用をお願いします。
質問・意見が多く出たのは、とても良い事だと感じました。いつもありがとうご
ざいます。

議員の回答がわかりやすくてよかった。
行政がやっていることの報告が中心で「議会報告」の部分をもっと見たいと思い
ました。
参加者の増加は、議員さんの呼び掛けにかかっていると思います。

総務
（５）議会報告会の感想、ご意見
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各施設や事業が新たに設けられ増えていくのはとても頼もしく希望が持てました
が、保育士や介護士その他の支援者が多く確保する必要があると思います。
それを裏付ける若者・健常者・ボランティアなどの数が充足できるか心配。そこ
らあたりの調べが必要ではないか。
初めて参加しました。今後できるだけ関心を持つようにしたいと思います。
意見交換会の時間をもっと多くしてもらってもよいと思う。
高齢者・高齢化社会への対応
互助の協議　介護予防の観点からも有識ボランティア制度等
中高年の世代から将来をみすえた生活基盤作り

子育て支援・高齢者対策ともに磐田市民にとって大変重要な課題であると思いま
す。
聴覚障害者に限らず、多様な障害に応じて住みやすい・暮らしやすい町づくりの
ため福祉予算の増加をお願いします。

○テーマ別報告資料　Ｐ6、②の内容が印刷の関係で全然見えなかった。
○非常にわかり易い資料でした。
○Ｐ8、地域福祉の説明中、事業内容のポイントを書いてもらうと理解し易い
○民生教育委員会のテーマを豊岡会場で報告するだけではなく、他の会場でも報
告してほしい
意見交換会では（困っているお母さんの生の声がきかれ）いい質問がだされよ
かった

ながふじ学府の問題　小中一貫となる予定であるが、隣にあるまたは近隣の豊田
北部幼・豊田北保・豊田東幼は今後どのような形になっていくのか？（1つになる
のか、そのままなのか？）
現在、豊田北部幼は人数の減もあるが園庭が狭い為、豊田北部小の校庭を借りて
運動会を実施している。(豊田東幼も同様である、雨天時は体育館利用）また、遊
戯室の狭さが感じられる。
預かり保育　16時30分すぎになって迎えに来る人もいるのが現状である。保育園
については、朝･夕のあずかりも増。おやつ代30円くらいであり、500円では安い
のではないかと思う。幼稚園の16:00以降の預かり保育をしてくれる先生が少ない
為、正規･クラス担任が入ることが多い為充分な教材研究･研修ができない。

民主主義の基本原理の1つに「少数意見の尊重」がある。合併以降、豊岡の思いは
殆んど常に少数意見である。議会にこそこの「少数意見の尊重」を望む。
配布資料　紙資源の節約を！プレゼンのプリントアウトは1/4程度でもよい。以前
の形式がよかった。

○高齢者サービス施設関係については、全国や県との対比や今後の需給見通しな
どがあまりない　全体として、施設やサービスが足りているのか今後どうなるそ
れにどう対応するつもりかということがよくわかりませんでした。
○経験側では高齢になっても働いている人は要介護に陥りにくい傾向にある気が
します。そうしたデータを取って政策に反映させてはいかがでしょうか。(例えば
先の考えが是であるとして高齢者の雇用だとかあるいは農業の講習だとかを勧め
ることで間接的に要介護者を減らすこともできるのでは？と思っています。）
民生教育委員の皆様へ
磐田市の地域包括センターは現在７ヵ所ですが、適正な数は何ヵ所でしょう？
①議会･議員の活動は、具体的にどのような活動をしているのか報告があってもよ
いのでは。
②内容的に説明していることが行政のやっていることの説明と同じようなことが
多々あった。
③行政の施策に対し議会はどう要望したのか。住民の意見をどう具体化し行政に
働きかけたのか、議会報告会なのでもう少し活動が見える報告がほしかった。

議員の前に机を用意したほうがいいと思う。

身近に感じてよかったと思います
「民生教育の理念」は何ですか？テーマの前に話していただけると筋が通った
｢会」になったと思います。

勉強になりました。

できたら議員の方の話でなく行政職員（市役所職員）の日常行っている仕事で問
題点か改善点等もろもろの現場の話を聞きたい。ぜひそのような席を計画しても
らいたい。市役所に話してもらいたい。
介護療養型医療施設等の相談窓口はどこへ問い合わせれば良いのか判りにくい。
包括支援センターでいいですか？
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市議員と市民との間の意見交換会の機会をもっと増やすことを希望する（報告会
とは別で）

6年目です。今一度、「磐田市議会基本条例」を制定した当時に立ち返って有意義
な議会報告会になることを期待します。

農業について、産地パワーアップ事業は実績をあげられなければペナルティが
あったと記憶するが実際におこなわれた事業については産地の増収に繋がるとは
考えがたいものも多かった様に感じる。
どのように成果を評価するのか仕組みが分からない（キカイ・ハコモノの導入だ
とか）

・意見交換会を主とする。
・テーマを絞る（一番課題となっている項目）
・若い人（20～30歳代の人）に参加してもらう
・単なる報告会であるならば、ＨＰ・広報・議会だより等で十分である。

いろいろな質問が出て良かったです

日頃感心も低い高齢者が、今日は改めて市の行政に少しふれた様で有意義でし
高齢者になって来ましたので、たいへんためになる事ばかりで良かったです。
この様な機会をもうけてくれて有り難いと思いました。
・各地区を年ごとに巡って実施されているのはよい。
・豊岡支所の３階まで昇るのは、やや大変だった。１～２階の会場がありがた
い。
・Ｐ６　要介護の資料が不鮮明

他の二つの委員会の報告事項の概要を別プリントにて添付して下さい。

建設産業

内容がつまらない。
議会だよりで重複している部分は簡略化させ、もっと「課題」を出して意見交換
したら良いのではないのか？
具体的に、予算関係・各委員会説明・資料も配布され分かり易かった。
意見交換会の時間を長く取って戴きたい。
採決時の討論の主な賛成意見の内容がよく分からない。反対意見に対しては理解
できる内容でした。反対意見は、今後どのように解決していくのかの説明が欲し
い。
採決時の参加人数は何人でしょうか？少数で賛成多数と大多数での賛成多数は大
きく異なるのでその辺の報告も必要かと感じました。
行政報告会での答弁は、「検討します」が多いが、議会報告会では、前向きな回
答で良いと思う。（立場の違い）

磐田市全体についてわからない。特に民生教育について知りたかった。
その他農業・林業･水産業の課題と今後の対策は？

具体的問題へのアプローチ、解決への手順説明が欲しい
決定事項のみでなく、進行中の課題についても報告して欲しい。
続けてやって下さい。袋井の子どもの遊び場「カンガルーのポッケ」の様な居場
所がほしいです。

市の未来図が見えた気がいたします。将来の磐田市のためによろしくお願い致し
ます。
議員の皆様の丁寧な説明、解かりやすい説明がとても良いと思いました。市民と
して安心できます

各地区ごとの分担してする

次回は、建設産業について聞きたい。

全体に良かったです。
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問６　市議会の活動について、情報を得る手段
分類 総務 民生教育建設産業 計

議会だより（いわた羅針盤） 0 0 0 0
市議会ホームページ 0 0 0 0
フェイスブック 2 4 2 8
いわたホッとライン 0 0 0 0
新聞記事 5 19 16 40
その他 1 3 4 8

計 8 26 22 56

問７　議会だより（いわた羅針盤）で取り上げてほしい内容

情報発信は、経費削減
時代を考えＳＮＳを利用していく方向でが良い
新しい企業がどんどん入ってこれるような土地の規制緩和について
新任議員の抱負・所見等を年間にわけて紹介ください。2人の1期目の方が話され
たのは良かったです。

地域の問題を市民に投げかけてもらいたい。
活字が小さくて読みにくい

意見（記述）
議員の活動状況を詳しく
リニューアルされた誌面は、とてもクオリティが高いと思います。
読みやすくなりました。
災害時、弱者と称される人々（障害・高齢・女性・LGBT・ペット飼育者などな
ど）への配慮を具体的にどうすればいいか。平時から多くの人の理解を得られる
ような内容を考えてほしい。
防災ファイルは基本しか書かれていません。各家庭独自で充実させていかないと
役に立たないと思います。
報告される議員の語り口が早すぎて、メモをとってもらうのに大変だった。要約
筆記者をお願いして。
手話言語条例・地域の聾唖者の生活
出来るだけ質疑応答をカットせず記載ください。質問があったのに１行ものって
いないものがある。

長期ビジョンを提案してほしい
審議結果が議題と全会一致で済まされている。議題によっては結果を知らせる内
容のものもあると感じる。全会一致とならなかった議題については賛成・反対を
記載するようにしたとのことであるが、全会一致についても議題に応じて結果の
内容を知らせる必要がある。

先進事例の紹介
幼児教育の取り組んでいる現状
「たより」のレイアウト、もう一工夫あれば魅力アップになると思いますがいか
がでしょう？
議会と行政との対立点がまったく見当たらない。
議会と市の方向性がよく分からない。
議会終了後、早目の報告をしてほしい。
いつも、２ヶ月も過去の事になってしまっている。ページ数も増やして下さい。

議会だよ

り（いわた

羅針盤）
9.4%

市議会

ホーム

ページ
23.8%

フェイス

ブック

6.1%

いわた

ホッとライ

ン
42.5%

新聞記事
15.5%

その他

2.8%
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問８　市議会が取り組んでほしいこと
意見（記述）

予知がされないことがやっと明確になりましたが、これから何をしていくのかが
難しいこととなりました。
常に突発地震への対応と考えていくことになるのでしょうか、それらについて取
り組んで欲しい。
原子力対策をするよりなくすことが一番であると思うが議会としての方向性が見
てみたい。
議会で話し合った内容について、賛成意見も反対意見も市民に知らせてほしい。
市職員をさらにやる気にさせる方針を確立したい。（磐田市民病院の対応や市役
所職員のサービス精神も非常によくなっている。感謝！）
防潮堤の比較が話題になりましたが、もっと研究してほしいと思います。
災害は突然やってきますから多くのボランティアを育てる気持ちで人づくりを頑
張ってほしいと思いました
当報告会を半年に１回位やってほしい

新駅・スマートを特出して報告されたい。耕作放棄地への解決手順を重点的に依
頼
予算・決算をしっかり
人口減少・高齢化対策
いろいろな地域課題は、どの様にどのくらいの量が集まってくるのか？

住宅地規制の緩和対策
地域包括支援センターの職員拡充（業務範囲が年々広がっている）
子ども・高齢者と共に、障害者への行政としての対策・配慮をお願いしたい。
①男女共同参画のあらゆる分野での推進がされているかの検証と、推進策の検
討・実践を！
　　若い人たちの意識の啓発・醸成・・・
　　地域での啓発機会の拡充（コミセン講座他）
②障害の人たちの防災など行事参加の促進への道すじを！
福祉対策の充実

市議さんたちのための手話講習会
未就学児問題は、沢山対策ができているが、小学生以上の子が遊ぶ場が少ないと
思う。自転車で動けない子もいるため。
＊介護者手当の平等化を検討してください。
＊過疎地域への対応をおねがいします。
タクシー券は街中心に考えられた制度のように思います。市立病院に行く為には
豊岡や福田からは６００円２枚（￥１，２００）では全く足りません。
基本的に月に１回通院ができるための補助(４８枚で１２回通院）かもしれません
が、ゴンタクもなかなか利用ができない現状なので公立病院へ通うなど配慮して
もらえる対策をお願いします。
地元の意見要望等に対する動きを早くして下さい。

磐田病院の赤字体質は好ましくない。今後改善策を検討し提示してほしい。民間
なら倒産している。

議会報告会の分割（委員会の２分割で同時開催）
10年、20年後の人口統計と財政見込みの試算

各地方で若者を地域へ呼び寄せる努力をしていますが、何か磐田でも魅力ある地
域おこしをして若者がより多く磐田の地域へ集まるようなことを考えてみるのは
どうか？（すでに行っているのかもしれませんが）
子ども・老人・障害者・生活困窮者・外国人が融合的に住みやすい町づくり
就労場所の確保
認知症の方が住みやすい社会づくり
　（認知症の方が高校生の野球部の子ども達の靴下を洗濯する。認知症の方と地
域のニーズのマッチング）
学府の内容がよく見えない。ハード面をそろえることは大きな予算を必要とす
る。人間性を育てることや学習面での特色を出していくことが必要ではないか。
もっと地域性を出せる施策を盛り込んだ学府が示せるようソフト面の充実を議会
として示し、行政に働きかけて欲しい。
もっと検討する議会になってほしいと思う
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・手話言語条例について、議員から聞けなかったのが残念
・テーマ別報告の中に入っているのではと思ったが入ってなかった
・議会の立場から、どう考えているのか進めていくのか聞きたかった
・保育園・・実際の閉園は18：30であるが就労時間が終わってから買い物に行っ
てから園に来る人が多い。また18：30過ぎても迎えに来ない方もいる。標準でお
金を支払っているからと言うが子育てするなら磐田市というが、浜松市・袋井市
と同様に18：00～はお金をもらう必要がある。
・幼保の先生は、朝から子供が帰るまでに色々な業務がある。業務改善をしてい
るが、市役所と違い減らすことが出来ない。
・子育てのことを充実しているが、高齢者に対する課題が多い。浜松市では高齢
者にタクシーチケットが補助されている。磐田市にはない。しかも、おたすけ号
があるが申請がむずかしい。

課題が見えてこない。
行政支援でなく、ある時は言うべきことを言える議会活動を願います。
もっと学んで、プロ意識を持った活動を願います。
委員会報告の回数を多くして戴たい
今の取り組みを今後も続けて欲しいと思いますが、今回初めての参加となります
のでこれからも参加を出来る限りしていきたいと思います。
本件とは違いますが、民生委員の内容が自治会では良く分からないことがあるの
で、今後自治会と民生委員が一緒になって活動するのかどうか機会がありました
ら報告ください。
磐田市の未来・１０年後～１００年後について検討して公報をお願いします。

旧豊岡地区の活性化を望みます。
特に図書館　あまりにも施設おそまつです。
司書の方ももう少し明るく優しく対応できるとよいと思います。

本日はありがとうございました。
小中学校のトイレを改修していただきたいと思います。戸もベニヤで弱く（硬い
パネルの様なものにしていただきたい）下水の臭いもするもで、ぜひお願いした
い。
校内で最も環境の良い場所であるべきと思います。よろしくお願い致します。

午後の総務委員会の会で、議長の議会には執行権は無いとの発言にはがっかりし
た。議決権を行使して行政に執行させることはできると考える。
市長と議会の二元代表制ということを今一度認識していただきたい。
雇用の安定性・確保問題
小･中校のトイレ
原発問題、少子高齢化社会。結婚された夫婦が安心してたくさんの子を産めてお
金がかからない教育、例えば絵本の読み聞かせ等をもっと活発にすすめる
幹線道路から迂回路線で有り。
交通事故も多く各交差点・道路白線表示が欲しい。
小･中学校周辺から１ｋｍ～２Km危険区域の見直してほしい。
くつろげる緑の公園があれば良い、こども・老人の人の気配ができる（下万能地
区）

・議会の開催を夜・又は土、日曜日とし市民が傍聴出来る様にする。（とりあえ
ず一部だけで良い）
・一般のサラリーマンでも議員になれる様に（副業として）することも必要
・今一番の課題は、市民の意見が政策に反映出来ていないことだと思う
・各地区における市議会議員との懇談会の開催
市民との意見交換や市民が市政やその仕組みについて学ぶ機会がほしい。
ただ、市民の意見は広く聴取してもあくまでそれは参考であって最終的には論理
的且つ計画的・戦略的な見地から議員の皆さんそれぞれの責任でもって意思決定
をすすめてほしい。
小中学校のトイレをきれいに、洋式トイレを増やしてほしい。
街中はいいですが蛍光灯をもっと増やして夜間でも安心して歩けるようにしてほ
しい。
各自治会等で懇談時にだされた各要望事項の具現状況を一覧表等にして知らせて
ください。
住民への報告も一般の方にも十分わかるような工夫をしてほしい
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平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

3回 3回 ６回 3回 3回 3回
全体（参加者） 161 155 210 69 67 139
全体（アンケート回答者） 153 140 202 65 57 135

磐田地区 69 38 87 44 35 54
福田地区 22 17 27 7 7 3
竜洋地区 5 6 9 1 1 4
豊田地区 8 30 32 8 10 24
豊岡地区 48 44 39 2 3 43
その他 1 2 4 2 0 5
未回答 0 3 4 1 1 2
10歳代 0 0 0 2 0 1
20歳代 0 0 0 0 0 0
30歳代 6 1 5 1 2 9
40歳代 8 7 12 8 3 13
50歳代 17 7 17 5 2 16
60歳代 103 89 114 25 28 47
70歳代 18 33 44 22 18 46
80歳代以上 1 3 9 2 4 3
未回答 0 0 1 0 0 0
男性 143 133 186 45 43 98
女性 10 7 15 20 14 37
未回答 0 0 1 0 0 0

地区

性別

【経年比較】
○参加者

年代

内訳

実施回数

0

50

100

150

200

250

0
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80
90

100

H24

H25

H26

H27

H28

H29

0

20

40

60

80

100

120

H24

H25

H26

H27

H28

H29
0

20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

男性 女性

H24
H25
H26
H27
H28
H29

参加者 地区別参加者

年齢別参加者 男女別参加者
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平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

(人) 99 118 136 34 34 75
(%) 60.7% 72.4% 60.7% 46.6% 50.7% 48.7%
(人) 8 8 9 2 3 12
(%) 4.9% 4.9% 4.0% 2.7% 4.5% 7.8%
(人) 2 8 2 1 2 2
(%) 1.2% 4.9% 0.9% 1.4% 3.0% 1.3%
(人) 2 5 7 4 2 7
(%) 1.2% 3.1% 3.1% 5.5% 3.0% 4.5%
(人) 0 1 0 0 0 0
(%) 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
(人) 6 5 8 5 5 4
(%) 3.7% 3.1% 3.6% 6.8% 7.5% 2.6%
(人) 0 0 16 8 5 21
(%) 0.0% 0.0% 7.1% 11.0% 7.5% 13.6%
(人) 42 17 43 19 15 26
(%) 25.8% 10.4% 19.2% 26.0% 22.4% 16.9%
(人) 4 1 3 0 1 7
(%) 2.5% 0.6% 1.3% 0.0% 1.5% 4.5%
(人) 74 89 116 44 33 92
(%) 48.4% 63.6% 57.4% 67.7% 57.9% 68.1%
(人) 60 39 59 18 15 33
(%) 39.2% 27.9% 29.2% 27.7% 26.3% 24.4%
(人) 14 6 17 0 5 3
(%) 9.2% 4.3% 8.4% 0.0% 8.8% 2.2%
(人) 5 6 10 3 4 7
(%) 3.3% 4.3% 5.0% 4.6% 7.0% 5.2%
(人) 8 4 12 4 1 4
(%) 5.2% 2.9% 5.9% 6.2% 1.8% 3.0%
(人) 114 107 152 46 42 107
(%) 74.5% 76.4% 75.2% 70.8% 73.7% 79.3%
(人) 14 17 22 6 8 13
(%) 9.2% 12.1% 10.9% 9.2% 14.0% 9.6%
(人) 17 12 16 9 6 11
(%) 11.1% 8.6% 7.9% 13.8% 10.5% 8.1%
(人) 21 28 5 3 17
(%) 10.4% 9.3% 5.1% 4.1% 9.4%
(人) 49 66 26 17 43
(%) 24.4% 21.9% 26.5% 23.0% 23.8%
(人) 18 42 14 8 11
(%) 9.0% 14.0% 14.3% 10.8% 6.1%
(人) 91 117 40 36 77
(%) 45.3% 38.9% 40.8% 48.6% 42.5%
(人) 11 21 11 6 5
(%) 5.5% 7.0% 11.2% 8.1% 2.8%
(人) 11 27 2 4 28
(%) 5.5% 9.0% 2.0% 5.4% 15.5%

地域の課題

その他

未回答

短い

未回答

議員･議会の役割

議員･議会の活動

予算の内容
今後の
テーマ

どちらともいえない

悪い

未回答

長い

ちょうどよい

メール配信

議員HP･SNS 

その他

未回答

良い

自治会回覧

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

新聞

ポスター

ラジオ知った理由

開催日時

時間

○議会報告会について
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知った理由

開催日時

時間

今後の
テーマ

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

自治会回覧

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

新聞

ポスター

ラジオ

メール配信

議員HP･SNS 

その他

未回答

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

良い

どちらともいえない

悪い

未回答

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

長い

ちょうどよい

短い

未回答

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

議員･議会の役割

議員･議会の活動

予算の内容

地域の課題

その他

未回答
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